公的個人認証体験記（２００８．１０）

１　住民基本台帳カードの取得から電子証明書の格納
実はこの間に３年かかっています。住基カードは３年前に家の近くの市役所支所（歩いていける図書館の中にあり、休日もやっています）で申し込みができ、確かカードができたら出張所（家から１０分ほどです）に取りに行くという方式だったように記憶しています。

　そして、出張所にカードを取りに行ったときに暗証番号をセットしたような記憶があります。そのとき、実は公的個人認証基盤の電子証明書の格納を同時に申し出たのですが、これは出張所ではできないので本庁（東京とは反対方向に車でも３０分以上はかかります）に行って欲しいと言われて挫折した経験があります。本庁まで行っている時間もないので、その時はあきらめたのでした。よって、今まで私は毎年確定申告をしていますが、ｅ－ｔａｘはしていませんでした。

　確定申告も年々便利になり、申告書も書き易くなり、また、毎年住所や名前を電算プリントしたものを郵送していただくので、まあ電子申告までしなくても一年に一度のことだしと考え、そのままになっていました。そしてあっという間に３年が経過しました。
今回は来年こそは電子申告をしようと、夏休みにわざわざ車で３０分以上かかる、しかも東京とはｋ逆方向にある市役所本庁に行きました。普段全く行く必要のない本庁ですので、場所もはっきりとは分かりませんでした。でも、佐倉市は国立歴史民俗博物館も近くにありますので、それを見学がてらと意を決して行くことにしました。

　さて、いよいよ電子証明書の格納申請です。市役所の職員も予想に反して（？）親切で案外なれた感じでしたので、あーこれならすぐに終わるなと思ったのが大間違いでした。

　私の住基カードがなんと２万件に１件の不良品だったのです！ということは住基カードから発行しなおし、ということは写真から取り直し。がーんときました。夏休み中なので整髪もしていませんでしたから、慌ててトイレに行き水で髪を整え、たまたま持っていた櫛で髪を整えます。

　さて、これでカードの再発行はことなきを得ました。有効期限は３年経っていて、残り７年でしたが、不良品の取替えとともにもう一度１０年になり、これは良かった。しかし、ＮＴＴコミュニケーションの製品に不良品があるとのことでしたので、はっきり言ってこれはもっとしっかりして欲しい。

　さて、やっと電子証明書の格納作業です。小さな端末に自分のパスワードを入力するような作業で簡単に終わりです。手数料は５００円なり。これは簡単！パスワードは１２桁だったかな。忘れたら大変ですから、書き留めるか、どこかに記憶させておかなければいけません。これを忘れると大変面倒なことになります。登録から実際のｅ－ｔａｘの申告まで時間があるでしょうから、これはしっかりと管理しておいてください。
　私の場合、住基カードの再発行に時間がかかったのでトータルで３０分程度かかりましたが、普通なら１０分程度でしょうか。

　カードをパソコンで読み込むカードのリーダライターの説明やソフトのＣＤＲをくれたりして終わるのですが、なんと私の場合ＣＤＲの渡し忘れるというおまけつきでした。後で携帯に電話がかかってきて、後ほど郵送するとのこと。あー、対応は親切で感じは良かったのにという感じでした。これが確定申告間近な時期なら怒ったかもしれません。

　ともあれ無事終了。でも結局は休みを半日くらい潰すことになりますね。まあ、この程度は許されるのではないでしょうか。
２　カードリーダライターの購入

これは市役所で丁寧に教えていただき、パソコンのＯＳ対応一覧表も頂き、家電販売店では在庫の種類が少ないからネットで購入したほうが良いとのアドバイスまでいただきました。でも昼休みに有楽町のビックカメラに行ってみました。

　案の定、普通のカードリーダーはデジカメ機器で、そこには公的個人認証用のカードリーダライターは展示してなくて、店員に聞くと奥から二種類を出してこられました。私のパソコンはウィンドーズＸＰなのでどちらでも問題なく、３０００円程度のシャープ製のものを購入しました。
３　ＪＡＶＡのインストール
これがちょっと分かりにくいのですが、準備がすべて整ったので、いよいよ自分のパソコンの環境を電子申告が可能となる状態まで整備します。

　まず、ＪＡＶＡをインストールする必要があります。ただし、これが分かりにくいとの悪評判が多いので、今年末からは後に述べる公的個人認証ソフトをＪＰＫＩのＨＰからダウンロードする場合は、このセットアップが不必要になるよう改善中であり、これが実現すると時間も手間も大幅に省けます。是非、年末にダウンロードで実行してください。

　現在は、まだ最初にこのＪＡＶＡのセットアップが必要です。ＪＡＶＡのホームページに行き（英語の場合があり、これが不評の大きな原因です）、ウィンドーズでしたら、jre-6u4-windows-i586-p.exeをクリックしてインストールします。

　この手続きは必要性が分かっていて、どのソフトをインストールすれば良いかが分かっていればそれほど難しいものではありません。
４　カードリーダライターのセットアップ

これは簡単です。カードリーダライターの説明書に従って、ドラバソフトをインストールします。このときに、注意すべき点は一つ。焦ってカードリーダライターを先にＵＳＢポートに接続しないことです。ＣＤやＨＰなどにあるソフトを起動し、その指示に従ってインストールしていけば良いだけです。
５　公的個人認証のソフトのインストール

これも簡単です。市役所で配布してくれる公的個人認証のクライアントソフトのＣＤからインストールします。ＪＰＫＩのＨＰからダウンロードすることもできます。

　年末には、先に述べたように、これをＨＰからのダウンロードで実行すれば、ＪＡＶＡは自動的にインストールされることになり、手続きが大幅に簡素化されます。
６　国税の電子申告の開始届の提出

いよいよ最後です。これもそう難しくはないですが、今度は国税庁のＨＰに行きます。そこで指示通りに電子申告の開始届を作成して、送信・提出し、その返信によりＩＤなどを取得します。

　番号がいろいろあって少し混乱しがちですが、良く説明を読めば分かります。これですべて完了です。

　後は２月から３月に確定申告書をパソコン上で作成し、電子証明書を添付して、国税庁に送るだけです。

　確定申告が楽しみです！
